
 

 

 

 

平成 29 年度一般会計２月補正予算（第６号）概要 
 

［一般会計］ （単位：百万円、％） 

区     分 予 算 額 
財   源   内   訳 

国 庫 県 債 その他 一 般 

平
成
29
年
度 

現 計 予 算 額  1,005,751 173,743 45,200 211,766 575,043 

補 正 予 算 額 （ 第 ６ 号 ） ▲27,633 ▲848 2,131 ▲22,817 ▲6,099 

補正後現計予算額（Ａ） 978,118 172,895 47,331 188,949 568,944 

平成 28 年度２月現計予算額（Ｂ） 1,135,556     

 
比 

較 

増減額（Ａ）－（Ｂ） ▲157,438 

 増減率(%) ▲13.9 

（注）精査の結果、計数に異同を生ずることがあります。 

   内訳は、四捨五入の関係で一致しない場合があります。 

 

 

 

〔予算編成の考え方〕 

・ 国の補正予算に対応して災害復旧や防災・減災事業などの予算を措置したほか、税

等歳入の最終見込みや事業費の確定に伴う所要の整理等を実施 

 

〔主な事業〕 

・ 別紙のとおり 

平成 30 年２月 22 日 

総 務 部 財 政 課 

・東日本大震災津波関係分の補正額：▲29,653 百万円 

29 年度の大震災津波関係予算の累計：284,038 百万円 

22 年度 7･8 号補正からの累計  ：3,180,868 百万円 

・通常分の補正額：2,019 百万円 
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平成 29年度補正予算（第６号）における主な事業 

（補正予算額：2,019 百万円） 

１ 国の補正予算への対応事業  （補正予算額：27,614 百万円）                    

※補正後現計額は、国補正以外分と国補正対応分を合わせた事業費の総額である。 

 (1) 生産性革命                                         

[新]・ 児童養護施設等ＩＣＴ化推進費補助（3百万円）〔保健福祉部〕 

施設職員の業務負担の軽減を図るため、タブレット端末等の購入やネットワークの設置を支援 

 

[新]・ スマート水田農業普及教育拠点整備事業費（398 百万円）〔農林水産部〕 

農業大学校に水田農業を担う次世代の人材を育成するためのスマート農業技術に対応したほ場管理機 
械や乾燥調製施設、研修室等を整備 

 

[新]・ マス類バイテク種苗生産施設整備費（273百万円）〔農林水産部〕 

内水面水産技術センターのバイテク技術を活用した種苗生産技術の開発を行うための設備を改修 

 

 (2) 災害復旧等、防災・減災事業                                

《災害復旧等》 

 ・ 林道災害復旧事業費（1,654 百万円）【補正後現計2,204 百万円】〔農林水産部〕 

平成28年及び平成29年に発生した林道災害の復旧を実施 

 

《防災、減災》 

 ・ 自然公園施設整備事業費（129百万円）【補正後現計 141百万円】〔環境生活部〕 

三陸復興国立公園の利用者等の安全確保及び利便性の向上を図るため、歩道等の施設を再整備 

 

 ・ 障害者支援施設等整備費補助（67百万円）【補正後現計 215百万円】〔保健福祉部〕 

障害福祉サービス等の基盤整備の推進のため、社会福祉法人等が行う施設整備に要する経費を補助 

 

 ・ 農村地域防災減災事業費（1,009 百万円）【補正後現計 1,781 百万円】〔農林水産部〕 

効果的な防災、減災対策を講じるための用排水施設等の保全対策を実施 

 

 ・ 治山事業費（386 百万円）【補正後現計1,457 百万円】〔農林水産部〕 

渓流浸食に伴う土石流などの山地災害を防止する土砂流出防止施設等の治山施設を整備 

 

 ・ 道路環境改善事業費（650百万円）【補正後現計4,761 百万円】〔県土整備部〕 

交通安全施設整備、災害防除、無電柱化などの道路整備等を実施 

 

 ・ 基幹河川改修事業費（950百万円）【補正後現計2,304 百万円】〔県土整備部〕 

県管理河川の川幅の拡幅、築堤の築造等の河川改修を実施 

 

 ・ 総合流域防災事業費（河川）（566百万円）【補正後現計 689百万円】〔県土整備部〕 

県管理河川の改修及び危機管理型水位計などの災害関連情報提供ソフト対策を実施 

 

 

通常分 
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 (3) ＴＰＰ等関連                                       

 ・ 経営体育成支援事業費補助（423百万円）【補正後現計 569百万円】〔農林水産部〕 

先進的な農業経営の確立に取り組む地域の担い手に対する農業用機械・施設の導入に要する経費を補助 

  

 ・ 中山間地域所得向上支援事業費補助（７百万円）【補正後現計12百万円】〔農林水産部〕 

収益性の高い農作物の生産・販売等の計画に基づく鳥獣被害防止施設整備等に要する経費を補助 

 

・ 畑地帯総合整備事業費（216百万円）【補正後現計261 百万円】〔農林水産部〕 

畑地帯における園芸産地確立に必要な生産基盤の整備に要する経費 

 

 ・ 経営体育成基盤整備事業費（5,004 百万円）【補正後現計 8,140 百万円】〔農林水産部〕 

水田の大区画化や排水改良などの生産基盤の整備と農地利用集積の一体的な推進に要する経費 

 

 [新]・ 合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促進対策事業費補助（766百万円）〔農林水産部〕 

木材製品の競争力強化を図る合板・製材・集成材等の工場に低コストで安定的に原木を供給するための
間伐材の生産、路網整備及び高性能機械等の整備に要する経費を補助 

 

・ 森林整備事業費補助（35百万円）【補正後現計 483百万円】〔農林水産部〕 

原木を安定的に供給するため、搬出間伐の実施に要する経費を補助 

 

・ 林道整備事業費（53百万円【補正後現計1,332 百万円】〔農林水産部〕 

原木を安定的に供給するため、幹線となる林業生産基盤整備道（林道）を整備 

 

２ その他（国の補正予算対応事業以外） （補正予算額：▲25,595 百万円）               

[新]・ 特定被災地域復興支援特別交付金（101百万円）〔政策地域部〕 

平成28年台風第 10号に係る災害復旧対策に多額の費用を要する岩泉町の早期復興を支援 

 

   ・ 三陸鉄道運営助成基金積立金（4,400 百万円）〔政策地域部〕 

ＪＲ山田線の三陸鉄道への移管に伴うＪＲ東日本からの移管協力金等を基金へ積み立てるもの 

 

 [新]・ いわて産業人材奨学金返還支援基金出捐金（80百万円）〔商工労働観光部〕 

いわて産業振興センターに設置した「いわて産業人材奨学金返還支援基金」の原資として、企業から
の寄附金等を出捐 

 

・ 除雪費（1,840 百万円）【補正後現計 4,946 百万円】〔県土整備部〕 

県管理道路における除排雪及び路面の凍結防止対策の実施に要する経費 

 

  ・ 県単道路災害防除事業費（101百万円）【補正後現計 876百万円】〔県土整備部〕 

道路上における落石・崩壊、岩石崩壊等の対策の実施に要する経費 

 

  ・ 県単砂防事業費（221百万円）【補正後現計 266百万円】〔県土整備部〕 

土砂災害の発生を防止するための砂防えん堤や渓流保全工等の整備に要する経費 

 

  ・ 学校施設維持保全事業費（７百万円）【補正後現計91百万円】〔教育委員会〕 

特別支援学校の重度障がい者教室への冷房設備設置に要する経費 
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 （補正予算額：▲29,653 百万円） 

 

[新]・ 三陸鉄道経営移管交付金（54百万円）〔政策地域部〕 

ＪＲ山田線の移管に伴う初期投資費用について、三陸鉄道に対し交付金を交付 
 

・ 東日本大震災復興交付金基金積立金（2,314 百万円）【補正後現計 8,355 百万円】〔復興局〕 

復興交付金の基金への積立に要する経費 

震災分 


